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平
成
十
八
年
一
月
一
日
、
南
丹

市
の
発
足
に
伴
い
住
所
表
記
が

「
船
井
郡
」、「
北
桑
田
郡
」
か
ら

「
南
丹
市
」
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
大
字
」
や
「
小
字
」、「
字
」
の
表

記
は
付
け
ず
に
、
地
番
の
表
示
も

「
○
○
番
地
の
○
」
が
「
○
○
番
地

○
」
と
な
り
「
の
」
は
使
わ
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
も
う
慣
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

市
長
選
挙
や
市
議
会
議
員
選
挙

が
終
わ
り
市
役
所
業
務
も
本
格
的

に
動
き
出
し
ま
し
た
。
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
次
号
か

こ
の
地
域
が「
南
丹
市
」に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

市
役
所
で
は
新
し
い
体
制
で
職
員
が
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
あ
ん
な
時
や
こ
ん
な
時
、
ど
こ
へ
問

い
合
わ
せ
た
ら
…
？
市
役
所
や
各
支
所
を
ご
利

用
さ
れ
る
時
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

ら
順
次
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す

が
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
に
直

接
関
係
の
あ
る
業
務
に
つ
い
て
、

皆
様
か
ら
の
ご
質
問
や
ご
意
見
を

も
と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
各
項

目
に
跚
と
表
示
し
て
い
る
の
は
、

お
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
で

す
。（
担
当
課
直
通
の
電
話
番
号
で

す
）（

旧
八
木
町
内
か
ら
ご
利
用
の

方
は
、
直
通
電
話
の
場
合
、（
0
7

7
1
）
の
市
外
局
番
を
お
付
け
く

だ
さ
い
。
市
内
通
話
と
し
て
八
木

支
所
の
代
表
の
電
話
番
号
4
2
―

2

3
0
0
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

も
出
来
ま
す
）

2

2006.2

広報なんたん2月号



3 広報なんたん2月号

2006.2

跚
各
支
所
健
康
福
祉
課

6
8
―

0
0
1
1（
園
部
支
所)

、

6
8
―

0
0
2
2（
八
木
支
所)

、

6
8
―

0
0
3
2（
日
吉
支
所
）、

6
8
―

0
0
4
1（
美
山
支
所
）

戸
籍
・
住
民
異
動
・
印
鑑
登
録
・

各
種
証
明
な
ど
の
手
続
き
は
、
各
支

所
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
合
併

前
に
交
付
し
て
い
る
印
鑑
登
録
証

は
、
合
併
後
も
有
効
で
す
が
、
各
支

所
で
新
市
の
登
録
証
と
交
換
で
き

ま
す
。

●
窓
口
業
務
時
間
は
?

窓
口
の
業
務
時
間
は
、
本
庁
・
各

支
所
と
も
午
前
八
時
半
か
ら
午
後

五
時
十
五
分
ま
で
で
す
。
な
お
、
各

支
所
の
窓
口
で
は
、
第
二
・
第
四
水

曜
日
に
つ
い
て
は
住
民
票
・
印
鑑
証

明
お
よ
び
戸
籍
関
係
の
証
明
に
限

り
午
後
七
時
ま
で
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
に
よ
る
請
求

業
務
時
間
内
に
窓
口
に
来
ら
れ

な
い
方
は
、
戸
籍
・
住
民
票
の
証
明

交
付
を
、
郵
便
で
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
便
せ
ん
な
ど
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
手
数
料
分
の
定
額
小

為
替
、
請
求
者
の
住
所
・
氏
名
を
記

入
し
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
の
う
え
、
市
民
課
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
、
心
身
に

障
害
の
あ
る
方
、
お
年
寄
り
お
よ

び
、
母
子
家
庭
な
ど
の
福
祉
の
増

進
の
た
め
の
各
種
相
談
や
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連
携
を

図
り
、
広
く
市
民
福
祉
の
充
実
に
努

困
り
ご
と
相
談
な
ど

め
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
本

庁
・
各
支
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
市
役
所
以
外
の
無
料
相
談

暮
ら
し
の
な
か
で
の
困
り
ご
と

や
、
法
律
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

市
役
所
の
ほ
か
に
も
次
の
よ
う
な

相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
南
丹
市

内
以
外
の
相
談
窓
口
へ
は
、
電
話

で
の
相
談
と
な
り
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
特
設
人
権
相
談
・
行
政
相

談
・
心
配
ご
と
相
談
・
身
障
更
生

相
談
…
毎
月
第
一
・
第
三
火
曜
日

午
後
一
時
半
〜
四
時
　
跚
南
丹
市

社
会
福
祉
協
議
会(

7
2
―

3
2
2

0
）▽

人
権
相
談
…
月
曜
日
〜
金
曜

日
　
午
前
九
時
〜
正
午
　
午
後
一

時
〜
午
後
五
時
　
跚
京
都
地
方
法

務
局
園
部
支
局(

6
2
―

0
2
0
8
）

▽
女
性
の
相
談
…
月
・
火
・
木
・

金
・
土
　
午
前
十
時
〜
正
午
　
午
後

一
時
〜
午
後
六
時
、
日
・
祝
日
　
午

前
十
時
半
〜
正
午
　
午
後
一
時
〜

四
時
半
　
跚
京
都
府
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー（
0
7
5
―

6
9
2
―

3
4
3

7
）▽

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
相
談

…
月
・
火
・
木
・
金
・
土
　
午
前
十

時
〜
正
午
　
午
後
一
時
〜
午
後
五

時
、
祝
日
　
午
前
十
時
半
〜
正
午

午
後
一
時
〜
午
後
四
時
半
　
跚
京

都
府
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー（
0
7
5

―

6
9
2
―

3
2
2
8
）

▽
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
…
月

曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
九
時
〜
午

後
五
時
　
跚
京
都
児
童
相
談
所(

0

7
5
―

4
3
2
―

3
2
7
8
）

▽
い
の
ち
の
電
話
…
電
話
対
応

の
み
　
二
十
四
時
間
対
応
　
跚(

0

7
5
―

8
6
4
―

4
3
4
3
）

▽
法
律
相
談
…
毎
月
第
三
月
曜

日(

休
日
の
場
合
　
第
二
月
曜
日
／

相
談
日
の
前
週
の
金
曜
日
の
午
前

9
時
か
ら
電
話
受
付
。
先
着
順
八

人
ま
で
）
午
後
一
時
〜
午
後
四
時

半
　
跚
京
都
府
南
丹
広
域
振
興
局

（
6
2
―

0
3
6
0
）

▽
交
通
事
故
相
談
…
毎
月
第
三

ま
た
は
第
二
火
曜
日
　
午
前
九
時

〜
午
後
四
時
　
跚
京
都
府
南
丹
広

域
振
興
局
（
6
2
―

0
3
6
0
）

笑顔であいさつ心がけています

住

所

変

更

の

手

続

き

や

証

明

は

？

▲園部支所

▲八木支所

▲日吉支所

▲美山支所

市役所では…市役所では…



跚
本
庁
税
務
課
6
8
―

0
0
0
4
、

各
支
所
地
域
総
務
課

6
8
―

0
0
1
0（
園
部
支
所
）、

6
8
―

0
0
2
1（
八
木
支
所
）、

6
8
―

0
0
3
1（
日
吉
支
所
）、

6
8
―

0
0
4
0（
美
山
支
所
）

個
人
市
民
税
の
税
率
お
よ
び
納

期
は
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の

税
率
は
、
平
成
二
十
年
度
ま
で
は
旧

町
の
税
率
に
よ
り
課
税
し
ま
す
。
平

成
二
十
一
年
度
か
ら
固
定
資
産
税

の
税
額
は
課
税
標
準
額
の
1
・
5
％

と
な
り
、
都
市
計
画
税
の
税
額
は
課

税
標
準
額
の
0
・
2
％
と
な
り
ま
す
。

ど
ち
ら
と
も
納
期
は
変
更
が
あ
り

ま
せ
ん
。

軽
自
動
車
税
の
税
額
は
、
変
わ
り

ま
せ
ん
。

合
併
前
の
旧
町
が
交
付
し
た
標

識（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）は
、
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

●
安
全
・
確
実
な
口
座
振
替
を

▽
振
替
日
…
毎
月
月
末（
十
二
月

は
二
十
八
日
）、
金
融
機
関
休
業
日

は
翌
営
業
日
で
す
。（
再
振
替
日
は
翌

月
十
三
日
で
す
。
再
振
替
が
不
能

の
場
合
は
、
再
振
替
不
能
通
知
は
送

税
金
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

付
せ
ず
、
督
促
通
知
兼
納
付
書
を

送
付
し
ま
す
。）

跚
水
道
事
業
所（
上
水
道
課
6
8
―

0
0
5
3
、
も
し
く
は
下
水
道
課

6
8
―

0
0
5
4
）、
八
木
以
外
の
各

支
所
建
設
課

6
8
―

0
0
1
3（
園
部
支
所
）、

6
8
―

0
0
3
4（
日
吉
支
所
）、

6
8
―

0
0
4
3（
美
山
支
所
）

新
築
・
転
居
な
ど
に
よ
る
上
水
道

や
下
水
道
の
使
用
開
始
や
使
用
中

止
の
届
出
は
、
八
木
支
所
内
水
道
事

業
所（
上
水
道
課
も
し
く
は
、
下
水

道
課
）
、
ま
た
は
各
支
所
の
建
設
課

へ
速
や
か
に
お
願
い
し
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
の
検
針
お
よ
び
料
金
の

支
払
い
は
、
平
成
十
八
年
一
月
か
ら

次
の
と
お
り
統
一
し
て
い
ま
す
。

▽
検
針
…
一
カ
月
に
一
回
行
い
ま

す
。
▽
納
入
通
知
書
…
水
道
料
金
と

下
水
道
料
金
を
ま
と
め
て
一
枚
の

納
付
書
に
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
。（
納
入
期
限
は
毎
月
末
で
す
）

▽
口
座
振
替
…
毎
月
二
十
五
日
に

振
替
し
ま
す
。（
再
振
替
は
行
い
ま
せ

ん
が
、
振
替
が
出
来
な
か
っ
た
方
に

つ
い
て
は
、
口
座
振
替
納
付
不
能
通

知
書
兼
納
付
書
を
送
付
い
た
し
ま
す

水
道
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

の
で
、
納
付
書
に
よ
り
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
）

●
水
道
管
の
故
障
・
漏
水
は
？

家
庭
内
の
水
道
に
異
常
が
生
じ

た
と
き
や
道
路
上
な
ど
で
漏
水
を

発
見
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。
給
水
装
置
は
、
加
入

者
の
管
理
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

公
道
お
よ
び
宅
地
内
の
水
道
メ
ー

タ
ー
ま
で
の
漏
水
修
理
は
水
道
事

業
所
が
行
い
ま
す
。

八
木
支
所
内
水
道
事
業
所（
上
水

道
課
も
し
く
は
、
下
水
道
課
）
へ
速

や
か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
、
下
水
道
料
金
は
、
当
分
の

間（
五
年
以
内
）は
今
ま
で
ど
お
り

の
料
金
と
な
り
ま
す
。

●
次
の
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

①
下
水
道
な
ど
を
利
用
し
た
い

と
き
。
②
使
用
水
量
を
認
定
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
る
方
の
世
帯
員
数

が
変
わ
る
と
き
。
③
転
出
・
転
居
や

長
期
間
不
在
な
ど
で
下
水
道
を
使

用
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
と
き
。
④

使
用
者
の
名
義
が
変
わ
る
と
き
。
い

ず
れ
の
場
合
も
下
水
道
課
へ
お
願
い

し
ま
す
。

●
下
水
道
の
使
用
料
は
？

公
共
下
水
道
使
用
料
金
は
、
上
水

道
メ
ー
タ
ー
の
使
用
水
量
に
よ
り

算
定
し
ま
す
。

基
本
使
用
料（
月
額
・
税
別
）

▽
園
部
町
…
千
五
百
円（
一
〇
立
方

誡
ま
で
）▽
八
木
町
…
千
三
百
六
十

円（
八
立
方
誡
ま
で
）▽
日
吉
町
…

千
円
▽
美
山
町
…
三
千
円
＋
三
百

円
×
住
居
者
数（
一
般
家
庭
の
場

合
）

※
園
部
・
八
木
・
日
吉
は
従
量
制
で

す
。
水
量
に
応
じ
て
の
詳
細
は
、
水

道
の
検
針
時
に
配
布
さ
れ
る
お
知

ら
せ
用
紙
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

跚
市
民
課
市
民
環
境
係

6
8
―

0
0
0
5

ま
た
は
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

市
で
は
、
ご
み
の
分
別
収
集
と
資

源
回
収
の
徹
底
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
地
区
ご
と
の
収
集
日
は
、「
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な
ど
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

し
尿
の
く
み
取
り
は
、
船
井
郡
衛

生
管
理
組
合
に
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。【
電
話（
0
7
7
1
）4
2

―

5
3
0
1
】

●
住
宅
用
設
備
の
補
助
は
？

▽
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
補

助
金
…
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用

シ
ス
テ
ム
の
設
置
者
に
対
し
て
予
算

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
犬

の
範
囲
内
で
最
大
十
万
円
補
助
し

ま
す
。
▽
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
補

助
金
…
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
者
に
対
し
て
、
予
算
の
範

囲
で
最
大
出
力
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た

り
二
万
円
の
基
準
で
、
十
万
円
を
限

度
に
補
助
し
ま
す
。
▽
生
ご
み
処
理

容
器
購
入
費
補
助
…
生
ご
み
処
理

容
器
の
設
置
者
に
対
し
て
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

生
ご
み
堆
肥
化
容
器（
コ
ン
ポ
ス

ト
）の
設
置
に
つ
い
て
は
、
一
世
帯

二
基
以
内
で
、
購
入
費
の
二
分
の
一

以
内
、
上
限
四
千
円
を
補
助
し
ま

す
。
ま
た
生
ご
み
堆
肥
化
処
理
機

（
家
庭
用
電
気
製
品
な
ど
）の
設
置
に

つ
い
て
は
、
一
世
帯
一
台
で
、
購
入

費
の
二
分
の
一
以
内
、
上
限
三
万
円

を
補
助
し
ま
す
。

●「
8
の
日
」っ
て
何
？

毎
月
「
8
日
」
は
リ
サ
イ
ク
ル
の

日
で
す
。
日
・
祝
日
に
か
か
わ
ら

ず
、
毎
月
八
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

午
前
九
時
か
ら
十
一
時
半
、
午
後
一

時
か
ら
三
時
半
ま
で
、
園
部
町
黒
田

の「
資
源
の
館
」（
西
部
浄
化
セ
ン
タ

ー
）で
行
っ
て
い
ま
す
。
新
聞
紙
や

雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古
布（
古
着
）、

飲
料
用
の
紙
パ
ッ
ク
、
家
庭
用
の
単

車
や
自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
、
金

属
類
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
他
の
も
の
が

混
入
し
な
い
よ
う
分
別
し
て
持
ち

4
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市役所では…市役所では…

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
業
者
・
販
売
店

な
ど
か
ら
の
大
量
持
ち
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
犬
を
飼
う
と
き
は

生
後
九
十
一
日
以
上
の
飼
い
犬

は
、
必
ず
登
録
し
、
年
一
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
犬
を
飼
う
時
は
三
十
日
以
内

（
生
ま
れ
た
時
は
生
後
九
十
日
を
過

ぎ
た
日
）に
飼
犬
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

飼
い
犬
が
死
ん
だ
り
飼
い
主
の

氏
名
や
住
所
が
変
わ
っ
た
時
は
鑑
札

を
持
参
の
う
え
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
犬
や
猫
を
飼
え
な
く
な
っ

て
、
新
た
に
飼
え
る
人
が
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
場
合
に
限
り
保
健
所
に
引

き
取
り
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
引
き
取
り
日
は
毎
週
月
曜
日

（
休
日
の
場
合
は
な
し
）の
午
前
九
時

か
ら
十
時
半
ま
で
で
、
場
所
は
京
都

府
南
丹
保
健
所
（
6
2
―

4
7
5
4
）

ま
た
は
、
各
支
所
健
康
福
祉
課
で
行

い
ま
す
。
手
続
き
に
は
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
の
死
体
処
理
は
船
井
郡
衛

生
管
理
組
合
に
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。【
電
話（
0
7
7
1
）4
2

―

3
4
2
5
】処
理
手
数
料
は
、
二
千

円（
十
誅
ま
で
）で
す
。
た
だ
し
遺
骨

は
拾
え
ま
せ
ん
。

跚
本
庁
都
市
計
画
課

6
8
―

0
0
5
2
、

各
支
所
建
設
課

6
8
―

0
0
1
3（
園
部
支
所
）、

6
8
―

0
0
2
4（
八
木
支
所
）、

6
8
―

0
0
3
4（
日
吉
支
所
）、

6
8
―

0
0
4
3（
美
山
支
所
）

都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、

家
の
新
築
や
増
改
築
の
計
画
を
さ

れ
る
方
は
工
事
着
工
前
に
、
本
庁

都
市
計
画
課
に
建
築
確
認
申
請
書

の
事
前
協
議
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

区
域
に
よ
っ
て
は
、
都
市
計
画
法

な
ど
で
制
約
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
開
発
行
為
に
か
か
る
規
制
は
？

住
宅
な
ど
建
築
物
を
建
て
る
目

的
で
、
土
地
の
盛
土
、
切
土
お
よ
び

区
画
の
変
更
な
ど
次
の
よ
う
な
行

為
を
行
う
場
合
は
、「
南
丹
市
開
発

行
為
等
の
基
準
及
び
手
続
き
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
事
前
に
協

議
が
必
要
で
す
。

①
そ
の
規
模
が
三
百
平
方
誡
以
上

あ
る
い
は
三
戸
以
上

建
築
や
開
発
は
？

②
都
市
計
画
区
域
外
で
五
百
平
方

誡
あ
る
い
は
五
戸
以
上

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
都
市

計
画
法
に
基
づ
き
、
京
都
府
知
事
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

①
市
街
化
区
域
内
に
お
け
る
五
百

平
方
誡
以
上
の
開
発
行
為

②
都
市
計
画
区
域
外
で
一
万
平
方

誡
以
上
の
開
発
行
為

な
お
、
建
築
物
の
伴
わ
な
い
土
砂

の
採
取
、
埋
め
立
て
な
ど
を
行
う
場

合
は「
南
丹
市
開
発
事
業
等
の
規
制

に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、
許
可

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
都

市
計
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

跚
各
支
所
建
設
課

6
8
―

0
0
1
3（
園
部
支
所
）、

6
8
―

0
0
2
4（
八
木
支
所
）、

6
8
―

0
0
3
4（
日
吉
支
所
）、

6
8
―

0
0
4
3（
美
山
支
所
）

市
営
住
宅
へ
の
入
居
、
維
持
管
理

に
関
す
る
こ
と
は
各
支
所
建
設
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
道
路
の
掘
削
や
占
用
に
つ
い
て
は
？

道
路
に
水
道
管
、
個
人
の
排
水
管

市
営
住
宅
へ
の
入
居
、
維
持
管
理
は
？

な
ど
を
埋
設
し
た
り
、
工
事
用
の
足

場
な
ど
を
設
置
す
る
と
き
は
、
道
路

占
用
、
掘
削
の
申
請
を
し
、
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
警
察

署
の
許
可
も
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

本
庁
土
木
建
築
課
（
6
8
―

0
0
5

1
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

跚
本
庁
農
林
商
工
課
6
8
―

0
0
5

0
、
農
業
委
員
会
6
8
―

0
0
6
7
、

各
支
所
産
業
振
興
課

6
8
―

0
0
1
2（
園
部
支
所
）、

6
8
―

0
0
2
3（
八
木
支
所
）、

6
8
―

0
0
3
3（
日
吉
支
所
）、

6
8
―

0
0
4
2（
美
山
支
所
）

農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、
転
用

し
よ
う
と
す
る
時
は
農
業
委
員
会

や
府
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
あ
ぜ
焼
き
や
造
林
の
た
め
の
地

ご
し
ら
え
な
ど
の
目
的
で「
火
入
れ
」

を
す
る
場
合
は
、「
火
入
れ
許
可
」
が

必
要
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
に
は
商
工
支
援
策

の
一
つ
と
し
て
利
子
補
給
制
度
が
あ

り
ま
す
。
国
お
よ
び
京
都
府
等
の
中

小
企
業
融
資
制
度
に
よ
り
、
運
転
資

金
や
設
備
資
金
の
融
資
を
受
け
ら
れ

る
場
合
に
、
借
入
資
金
に
対
し
て
一

定
の
利
子
補
給
を
す
る
も
の
で
す
。

農
林
・
商
工
振
興
の
問
合
せ
は
？
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跚
本
庁
企
画
情
報
課
交
通
対
策
係

6
8
―

0
0
0
3

通
勤
や
通
学
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
る
バ
ス
路
線
の
計
画
や
運
行
に

関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
の
保
持
と
交
通

事
故
の
防
止
に
向
け
、
交
通
安
全
思

想
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
街
灯
が
故
障
し
た
と
き
は
？
　

市
が
設
置
し
た
街
灯（
防
犯
灯
）の

故
障
を
見
つ
け
た
時
は
、
各
支
所
地

域
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
区
等
が
設
置
さ
れ
た
街
灯
に

つ
い
て
は
区
長
さ
ん
ま
た
は
自
治
会

長
さ
ん
な
ど
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

跚
各
支
所
健
康
福
祉
課

6
8
―

0
0
1
1（
園
部
支
所
）、

6
8
―

0
0
2
2（
八
木
支
所
）、

6
8
―

0
0
3
2（
日
吉
支
所
）、

6
8
―

0
0
4
1（
美
山
支
所
）

●
妊
娠
し
た
と
き

母
子
健
康
手
帳
は
、
妊
娠
・
出
産

か
ら
お
子
さ
ん
が
小
学
校
に
入
学
す

る
ま
で
の
母
子
の
健
康
状
態
を
記
録

す
る
も
の
で
す
。
妊
娠
と
診
断
さ
れ

た
ら
、
必
ず
届
出
を
し
て
、
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

健
康
に
関
す
る
相
談
や
手
続
き

交
通
に
関
す
る
こ
と
は
？

い
。
窓
口
は
各
支
所
健
康
福
祉
課
で

す
。ま

た
、
妊
娠
や
出
産
、
育
児
の
不

安
を
な
く
し
、
す
こ
や
か
に
赤
ち
ゃ

ん
を
生
み
育
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
母
親
教
室
、
妊
産
婦
訪
問
を
行

っ
て
い
ま
す
。

●
乳
幼
児
の
予
防
接
種

乳
幼
児
を
伝
染
病
か
ら
守
る
た
め

に
、
各
種
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
接
種
の
種
類
は
、
ポ
リ
オ
、

B
C
G
、
三
種
混
合
、
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
、
日
本
脳
炎（
平
成
十
八
年

二
月
一
日
現
在
見
合
せ
中
）
で
す
。

●
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検
診

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発

見
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
基

本
健
康
診
査
や
結
核
検
診
お
よ
び
各

種
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

●
各
種
健
康
教
室

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
料
理
講
習

会
や
運
動
教
室
を
は
じ
め
各
種
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
日
程
な

ど
は
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
訪
問
指
導
は
あ
り
ま
す
か
？

乳
幼
児
健
康
相
談
や
成
人
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
、
保
健
師
が
家
庭
訪

問
を
行
い
、
健
康
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
訪
問
指
導
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

跚
各
支
所
健
康
福
祉
課

6
8
―

0
0
1
1（
園
部
支
所
）、

6
8
―

0
0
2
2（
八
木
支
所
）、

6
8
―

0
0
3
2（
日
吉
支
所
）、

6
8
―

0
0
4
1（
美
山
支
所
）、

本
庁
市
民
課
国
保
医
療
係

6
8
―

0
0
0
5

新
市
で
発
行
し
た
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
は
、
一
人
一
枚
の
カ

ー
ド
で
、
記
号
番
号
が
変
わ
っ
て
い

ま
す
の
で
受
診
の
際
に
は
医
療
機
関

の
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
八
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
は
南
丹
市
と
し
て
統
一
さ
れ

ま
す
。
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
、
所

得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の
計
算
に

よ
っ
て
算
出
さ
れ
、
資
産
割
は
な
く

な
り
ま
す
。

税
率
に
つ
い
て
は
決
定
さ
れ
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職
場
の
健
康
保
険
、
船
員
保
険
、

官
公
庁
の
共
済
組
合
な
ど
の
加
入

者
と
そ
の
被
扶
養
者
お
よ
び
生
活

保
護
世
帯
の
方
以
外
は
、
国
民
健
康

保
険
に
全
員
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る

相
談
や
手
続
き
は
？

き
、
脱
退
す
る
と
き
、
変
更
の
と
き
、

そ
の
他
の
届
出
は
、い
ず
れ
も
事
実

発
生
の
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
各

支
所
の
健
康
福
祉
課
で
必
ず
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
届
出
に
は
、
被
保
険
者

証
、
健
康
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
証

明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
を
無
く
さ
れ
た
時
は
直
ぐ
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

跚
各
支
所
健
康
福
祉
課

6
8
―

0
0
1
1（
園
部
支
所
）、

6
8
―

0
0
2
2（
八
木
支
所
）、

6
8
―

0
0
3
2（
日
吉
支
所
）、

6
8
―

0
0
4
1（
美
山
支
所
）、

本
庁
市
民
課
国
保
医
療
係

6
8
―

0
0
0
5

●
65
〜
70
歳
ま
で
の
医
療
制
度
は
？

六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
方

で
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
方
は
、

か
か
っ
た
保
険
医
療
費
の
1
割（
所

得
に
よ
り
2
割
）の
負
担
で
医
療
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

●
母
子
家
庭
医
療
と
は
？

所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
母
子
家

庭
の
母
と
子
に
対
し
て
、
扶
養
さ
れ

て
い
る
お
子
さ
ん
が
十
八
歳
に
達
す

る
日
以
降
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日

福
祉
医
療
制
度
の
お
問
い

合
わ
せ
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市役所では…市役所では…

笑顔で応対「はいっ！○○○課○○○○です」
ま
で
の
間
は
、
か
か
ら
れ
た
保
険
医

療
費
の
自
己
負
担
額
を
市
が
負
担
い

た
し
ま
す
。

●
乳
幼
児
す
こ
や
か
子
育
て
医
療
と
は
？

ゼ
ロ
歳
児
か
ら
高
等
学
校
な
ど
ま

で
の
お
子
さ
ん
は
、
一
カ
月
一
医
療

機
関
二
百
円
の
個
人
負
担
で
医
療
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

●
障
害
の
あ
る
方
の
医
療
は
？

身
体
障
害
者
手
帳
1
〜
4
級
、
ま

た
は
養
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
所
持
者
で
、
所
得
が
一
定

基
準
以
下
の
方
に
つ
い
て
は
、
か
か

ら
れ
た
保
険
医
療
費
の
自
己
負
担
額

を
市
が
負
担
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

●
そ
の
他
の
制
度
は
？

こ
の
ほ
か
、
父
子
家
庭
や
母
子
家

庭
へ
の
奨
学
金
制
度
や
母
子
家
庭
の

母
に
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
に
か

か
る
教
習
費
の
一
部
を
助
成
す
る
母

子
家
庭
自
動
車
運
転
免
許
取
得
助
成

事
業
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
母
子
家
庭
や
寡
婦
の
方

の
自
立
支
援
の
た
め
に
無
利
子
、
低

利
子
で
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。
貸
付
資
金
の
種
類
は
、
事

業
の
開
始
や
継
続
、
技
能
習
得
や
就

学
・
就
職
の
支
度
、
修
学
、
修
業
、

生
活
、
住
宅
、
転
居
、
児
童
の
扶

養
、
結
婚
の
ほ
か
医
療
介
護
な
ど
の

資
金
で
す
。

跚
本
庁
福
祉
事
務
所
6
8
―

0
0
0

7
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

保
育
所
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ

き
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
に
よ
り
家

庭
で
保
育
を
出
来
な
い
児
童
を
保
護

者
に
代
わ
っ
て
保
育
を
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
保
育
時
間
は
、
平
日
午
前
八

時
半
か
ら
午
後
四
時
半
、
土
曜
日
が

午
前
八
時
半
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。

ま
た
、
延
長
保
育
時
間
と
し
て
は
、

平
日
が
午
前
七
時
半
か
ら
八
時
半
、

午
後
四
時
半
か
ら
七
時
ま
で
、
土
曜

日
が
午
前
八
時
か
ら
八
時
半
、
正
午

か
ら
午
後
一
時
半
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
延
長
保
育
の
実
施
方
法
に
つ

い
て
は
、
各
保
育
所
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
福
祉
事
務
所
ま
た
は
、

最
寄
り
の
保
育
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
平
成
十
八
年
度
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
一
回
に
つ
き
二
百
円
の
負
担

が
必
要
で
す
。

保
育
料
は
、
児
童
の
年
齢
と
世
帯
の

所
得
の
状
況
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

●
子
宝
祝
金
と
は
？
　

三
年
以
上
の
居
住
要
件
に
よ
り
、

第
一
子
に
五
万
円
、
第
二
子
に
十
万

円
、
第
三
子
以
降
に
三
十
万
円
支
給

す
る
制
度
で
す
。

●
す
こ
や
か
手
当
と
は
？

三
年
以
上
の
居
住
要
件
に
よ
り
、

保
育
所
や
子
育
て
支
援
は
？

満
五
歳
に
達
す
る
日
の
前
月
ま
で
月

額
第
一
子
に
三
千
円
、
第
二
子
に
四

千
円
、
第
三
子
以
降
に
六
千
円
支
給

す
る
制
度
で
す
。

●
専
門
的
育
児
支
援
事
業

跚
本
庁
健
康
課
健
康
推
進
係
6
8

―

0
0
0
6
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

健
診
な
ど
で
心
身
の
発
達
に
専
門

的
な
援
助
が
定
期
的
に
必
要
と
判
断

さ
れ
た
親
子
に
診
察
や
相
談
な
ど
の

定
期
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
派
遣
事
業

跚
本
庁
福
祉
事
務
所
児
童
福
祉
係

6
8
―

0
0
0
7
、
各
支
所
健
康
福

祉
課妊

産
婦
期
か
ら
義
務
教
育
終
了

ま
で
の
子
育
て
家
庭
で
、
育
児
疲
れ

や
子
育
て
な
ど
が
困
難
な
家
庭
に

対
し
て
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を

派
遣
し
て
子
ど
も
の
世
話
や
家
事

な
ど
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。

派
遣
は
平
日
の
一
日
に
つ
き
四

時
間
、
一
週
に
つ
き
六
日
、
延
べ
十

八
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

●
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
？

子
育
て
に
不
安
を
抱
く
保
護
者

が
、
親
子
で
気
軽
に
集
い
、
遊
び
や

触
れ
合
い
を
通
じ
て
子
育
て
に
関
す

る
悩
み
を
解
消
し
た
り
、
保
護
者
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を

7 広報なんたん2月号
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を
訪
問
し
、
家
事
の
支
援
、
指
導
な

ど
日
常
生
活
の
手
助
け
を
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
老
人
福
祉
施
設
な
ど

に
一
週
間
程
度
宿
泊
し
、
体
調
の
調

整
や
生
活
習
慣
の
指
導
が
受
け
ら
れ

る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を
宅
配
す
る
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
、
食
生
活
の
改
善
や

健
康
増
進
と
併
せ
、
安
否
を
確
認
し

ま
す
。

跚
本
庁
市
民
課
国
保
医
療
係
6
8

―

0
0
0
5
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

国
民
年
金
は
、
老
後
に
豊
か
で

安
心
で
き
る
日
々
を
送
る
た
め

や
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い

万
一
の
時
の
生
活
の
大
き
な
支
え

と
な
る
も
の
で
す
。

合
併
に
よ
る
住
所
変
更
に
伴
う
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所

の
あ
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

方
は
全
て
加
入
対
象
と
な
り
ま
す
。

跚
学
校
教
育
課
6
8
―

0
0
5
6
、

各
支
所
の
教
育
振
興
係

小
中
学
校
の
通
学
区
域
は
、
変
わ

教
育
制
度
や
相
談
は
？

国
民
年
金
制
度
は
？

入
者
）と
な
っ
て
保
険
料
を
負
担
し

ま
す
。
加
入
や
脱
退
の
手
続
き
は
、

介
護
保
険
の
資
格
の
取
得
や
喪
失

の
事
実
が
発
生
し
た
日
か
ら
自
動

的
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
た
ら
？

介
護
保
険
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
、
要
介

護
認
定（
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど

に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
状

態
か
ど
う
か
の
認
定
）の
申
請
が
必

要
で
す
。
要
介
護
認
定
を
受
け
る
際

は
、
本
庁
健
康
課
ま
た
は
、
各
支
所

健
康
福
祉
課
の
介
護
保
険
の
窓
口
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

跚
本
庁
福
祉
事
務
所
高
齢
者
福
祉

係
6
8
―

0
0
0
7
、
各
支
所
健

康
福
祉
課

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
は
別
に
、

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
が
寝
た
き
り
に
な
ら

な
い
た
め
の
予
防
や
、
家
族
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
虚
弱
な
高
齢
者
な
ど

が
公
民
館
な
ど
を
利
用
し
て
食
事
サ

ー
ビ
ス
や
日
常
動
作
訓
練
な
ど
を
受

け
た
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
家
庭

高
齢
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
？

て
い
る
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
知
的
障
害
が
あ
る
方

は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を
利

用
す
る
た
め
に
は
各
手
帳
が
必
要

で
す
。

在
宅
で
は
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
の
利
用
）、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム（
認
知
症
老
人
な
ど
）

な
ど
の
ほ
か
、
施
設
利
用
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
日
常
生
活
な
ど
の
訓
練
を
施

設
で
受
け
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

ま
た
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

が
、
障
害
の
種
類
や
程
度
に
よ
っ
て

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
や
そ
の
他

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

跚
本
庁
健
康
課
介
護
保
険
係
6
8

―

0
0
0
6
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

6
8
―

0
0
1
1（
園
部
支
所
）、

6
8
―

0
0
2
2（
八
木
支
所
）、

6
8
―

0
0
3
2（
日
吉
支
所
）、

6
8
―

0
0
4
1（
美
山
支
所
）

介
護
保
険
制
度
で
は
、
四
十
歳

以
上
の
方
全
員
が
被
保
険
者
（
加

介
護
保
険
の
相
談
は
？

提
供
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
直

接
、
南
丹
市
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー（
6
8
―

0
0
8
2
）ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
？

家
庭
保
育
が
欠
け
る
児
童
は
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
所
）

を
利
用
し
、
放
課
後
、
指
導
員
の
も

と
で
遊
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
し
て

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

開
設
時
間
は
小
学
校
の
授
業
の
あ

る
日
は
、
下
校
時
か
ら
午
後
六
時
ま

で
で
す
。
小
学
校
の
休
業
期
間
は
、

原
則
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

開
設
し
ま
す
。

た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
の
ほ
か

年
末
年
始
は
休
日
と
な
り
ま
す
。
利

用
料
は
保
護
者
の
所
得
の
状
況
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
本

庁
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課（
6
8

―

0
0
5
7
）
ま
た
は
、
各
支
所
教

育
振
興
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

跚
本
庁
福
祉
事
務
所
支
援
係
6
8

―

0
0
0
7
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
日
常

生
活
や
社
会
生
活
に
制
約
を
受
け

心
身
に
障
害
が
あ
り
ま
す
が

制
度
や
相
談
・
手
続
き
は
？

8
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公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を

図
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

請
求
に
応
じ
て
情
報
を
公
開
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
公
開
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
第
三
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
情

報
や
、
法
令
な
ど
に
よ
り
公
開
が
禁

じ
ら
れ
て
い
る
情
報
な
ど
は
公
開
で

き
ま
せ
ん
。

情
報
公
開
制
度
に
よ
る
請
求
手
続

き
な
ど
は
、
本
庁
総
務
財
政
課（
6
8

―

0
0
0
1
）へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
政
の
現
況
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
政
の

情
報
や
話
題
を
提
供
す
る
の
が「
広

報
な
ん
た
ん
」で
す
。「
広
報
な
ん
た

ん
」は
毎
月
一
回
発
行
し
、
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
各
世
帯
へ
配
布
し
ま

す
。皆

様
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
南
丹
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

毎
月
第
二
・
第
四
金
曜
日
に
発
行
す

る
「
お
知
ら
せ
な
ん
た
ん
」
に
市
の

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.nantan.kyoto.jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

info@
city.nantan.kyoto.jp

市
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど

学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定

さ
れ
た
学
校
に
就
学
で
き
な
い
場
合

は
、
教
育
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。ま

た
、
市
外
へ
転
出
の
場
合
は
、

各
支
所
の
窓
口
で
転
出
手
続
き
を

し
、
交
付
さ
れ
た
転
校
通
知
書
を
学

校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
社
会
教
育
施
設
の
利
用

公
民
館
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館（
室
）、
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
の

社
会
教
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
各
施
設
ま
た
は
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
6
8
―

0
0
5
7
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
社
会
体
育
施
設
の
利
用

体
育
館
、
運
動
場
等
の
社
会
体
育

施
設
に
つ
い
て
の
利
用
・
申
し
込
み

な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
が
所
在

す
る
各
支
所
の
教
育
振
興
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

跚
議
会
事
務
局
6
8
―

0
0
5
9

市
議
会
の
定
例
会
は
年
四
回
、

臨
時
会
は
必
要
が
あ
る
ご
と
に
開

か
れ
ま
す
。

市
議
会
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
団
体
で
傍
聴
す
る
と
き

は
、
前
も
っ
て
議
会
事
務
局
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

議
　
　
会

り
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、

合
併
前
と
同
様
に
運
行
し
て
い
ま

す
。

●
幼
稚
園
に
入
園
す
る
と
き

市
立
幼
稚
園
の
入
園
申
し
込
み

は
、
各
市
立
幼
稚
園
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
入
園
で
き
る
幼
児
は
三
・

四
・
五
歳
児
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

●
預
か
り
保
育

園
部
幼
稚
園
で
は
、
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
水
曜
日
を
除
く
保
育

時
間
の
終
了
後
か
ら
午
後
五
時
ま
で

預
か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
時
は
？

入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
て
は
、
入
学
す
る
年
の
一
月

末
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
か
ら
入
学

す
べ
き
学
校
お
よ
び
入
学
期
日
を
記

載
し
た
入
学
通
知
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

●
転
入
の
場
合

新
た
に
市
内
に
お
住
ま
い
に
な
る

ご
家
庭
に
就
学
児
童
・
生
徒
が
い
る

場
合
は
、
支
所
の
窓
口
で
転
入
手
続

き
後
必
ず
本
庁
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
ま
た
は
各
支
所
の
教
育
振
興
係

で
転
校
通
知
書
の
交
付
を
受
け
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
転
居
の
場
合

通
学
区
域
外
に
転
居
し
た
と
き

は
、
各
支
所
の
窓
口
で
転
居
手
続
き

を
し
、
交
付
さ
れ
た
転
校
通
知
書
を
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美山支所�

美山支所�
TEL:（0771）－68－0040�
FAX:（0771）－75－0801

2階� 参与室、健康福祉課 68-0041、�
地域総務課68-0040、産業振興課 68-0042、�
建設課 68-0043、教育振興係 68-0044、�
CATV室�

1階�

日吉支所�

日吉支所�TEL:（0771）－68－0030�
FAX:（0771）－72－1005

（0771）－72－3300  （直通）68-0035

4階� 南丹市日吉市民センター�

参与室、地域総務課 68-0030、第1会議室、第2会議室、第3会議室�

健康福祉課 68-0032、地域総務課税政係 68-0031、建設課 68-0034、産業振興課 68-0033

宿直室�

3階�

2階�

1階�

南丹市日吉町生涯学習センター� 教育振興係�



八
木
支
団
　
塩
貝

功
　

日
吉
支
団
　
吉
田
昌
平

美
山
支
団
　
小
島
啓
伸

○
精
績
章

園
部
支
団
　
森
　
康
高

園
部
支
団
　
木
戸
康
博

園
部
支
団
　
中
井
武
美

八
木
支
団
　
久
世

満
　

八
木
支
団
　
廣
瀬
保
彦

日
吉
支
団
　
塩
貝

勝
　

日
吉
支
団
　
近
藤
直
樹

美
山
支
団
　
東
　

満
　

美
山
支
団
　
武
田
　
太
　

○
精
勤
章

園
部
支
団
　
中
納
忠
博

伝
達
が
行
わ
れ
、
責
任
感
を
持
っ

て
献
身
的
な
消
防
活
動
を
し
て
き

た
団
員
を
た
た
え
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
勇
壮
な
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
、
き
れ
い
に
色

付
け
さ
れ
た
水
が
虹
の
ア
ー
チ
を

描
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
出
席
者
全
員
で
万
歳
三

唱
を
行
い
、
新
た
な
消
防
団
と
し

て
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
活
動

を
行
う
こ
と
、
火
災
や
災
害
な
ど

か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

地
域
防
災
活
動
の
要
と
し
て
、
地

域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

な
お
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章

園
部
支
団
　
小
寺
貴
智

八
木
支
団
　
松
崎
和
幸

日
吉
支
団
　
芦
田

茂
　

美
山
支
団
　
名
古
高
広

○
勤
功
章

八
木
支
団
　
松
本
英
樹

ま
た
、
南
丹
市
施
行
後
初
め
て

の
記
念
す
べ
き
南
丹
市
消
防
団
出

初
式
が
一
月
八
日
、
ス
プ
リ
ン
グ

ス
ひ
よ
し
で
市
消
防
団
・
消
防
署

な
ど
関
係
者
百
九
十
九
人
と
ポ
ン

プ
車
な
ど
八
台
が
参
加
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
仲
村
市
長
職
務
執

行
者
が
「
南
丹
市
と
し
て
新
し
い

消
防
団
の
歴
史
を
し
っ
か
り
と
築

い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
式
辞
を

述
べ
た
ほ
か
、
京
都
府
知
事
（
代

理
　
佐
村
知
子
副
知
事
）
よ
り

「
府
と
し
て
も
消
防
防
災
対
策
の
充

実
を
図
り
、
府
民
の
み
な
さ
ん
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
勤
続
表
彰
な
ど
の
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Information

南
丹
市
消
防
団
発
足
／
消
防
出
初
式

一
月
一
日
、
南
丹
市
消
防
団
発
足
式
が
南
丹
市
役
所
で
行
わ
れ
、
仲
村
市
長

職
務
執
行
者
か
ら
奥
村
消
防
団
長
へ
辞
令
交
付
と
消
防
団
旗
の
受
け
渡
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
長
以
下
総
勢
一
、
六
二
六
人
で
新
た
に
発
足
し
た
南
丹

市
消
防
団
は
、
園
部
・
八
木
・
日
吉
・
美
山
に
支
団
を
置
き
、
副
団
長
兼
支
団
長

を
中
心
と
し
た
体
制
で
活
動
し
ま
す
。

トピックス�行政�行政�

消
防
団
旗
の
受
け
渡
し
式

式辞を述べる仲村市長職務執行者



園
部
支
団
　
大
下
隆
行

園
部
支
団
　
松
本
一
宏

園
部
支
団
　
山
内
晴
貴

園
部
支
団
　
奥
村
良
浩

園
部
支
団
　
西
安
美
由

園
部
支
団
　
十
倉

健
　

八
木
支
団
　
廣
瀬
輝
明

八
木
支
団
　
松
本
龍
二

八
木
支
団
　
若
井
睦
巳

八
木
支
団
　
池
田
一
哉

八
木
支
団
　
谷
口
成
敏

八
木
支
団
　
中
川
久
志

八
木
支
団
　
吉
田
一
成

日
吉
支
団
　
船
越
雅
英

日
吉
支
団
　
船
越
利
一

日
吉
支
団
　
松
本

司
　

日
吉
支
団
　
水
口
寛
司

日
吉
支
団
　
竹
林
太
司

日
吉
支
団
　
塩
貝

守
　

美
山
支
団
　
河
野
賢
司

美
山
支
団
　
清
水

茂
　

美
山
支
団
　
栗
栖
美
次

美
山
支
団
　
福
本

勝
　

美
山
支
団
　
古
北
勝
志
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団　長�

副支団長� 副支団長�
（兼指導員長）�

指
導
員
�

副支団長� 副支団長�
（兼指導員長）�

指
導
員
�

副団長�
中島　文隆�
（兼美山支団長）�

副支団長� 副支団長�
（兼指導員長）�

指
導
員
�

副支団長� 副支団長�
（兼指導員長）�

指
導
員
�

第
1
分
団
�

第
2
分
団
�

第
3
分
団
�

第
4
分
団
�

第
5
分
団
�

第
6
分
団
�

第
1
分
団
�

第
2
分
団
�

第
3
分
団
�

第
1
分
団
�

第
2
分
団
�

第
3
分
団
�

第
4
分
団
�

第
5
分
団
�

第
1
分
団
�

第
2
分
団
�

第
3
分
団
�

第
4
分
団
�

第
5
分
団
�

南丹市消防団組織図�

副団長�
（兼日吉支団長）�
小林　敏雄�

副団長�
（兼八木支団長）�
益田　武彦�

副団長�
（兼園部支団長）�
内藤　　武�

奥村　睦夫�

（敬称略）�

団員らが見守る中、力強く一斉放水

団員の活動をたたえた表彰式



野

条

遺

跡

に

平
安
後
期
の
建
物
跡

京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究

セ
ン
タ
ー
が
発
掘
調
査
を
進
め
て
い

る
、
八
木
町
野
条
の
野
条
遺
跡
で
、

平
安
時
代
後
期（
十
二
世
紀
前
半
）の

掘
っ
立
て
柱
建
物
跡
六
棟
と
有
力
者

の
居
住
跡
を
囲
ん
だ
と
み
ら
れ
る
溝

な
ど
を
確
認
し
た
こ
と
を
発
表
し
、

一
月
二
十
五
日
現
地
説
明
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

計
画
的
に
建
て
ら
れ
た
建
物
跡

な
ど
か
ら
「
当
時
の
開
発
の
様
子
を

知
る
貴
重
な
手
が
か
り
に
な
る
」と

の
同
セ
ン
タ
ー
の
話
に
集
ま
っ
た

多
く
の
考
古
学
フ
ァ
ン
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

除
雪
を
さ
れ
て
い
た
方
は
「
も
う

雪
の
無
い
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
た
い
」

と
、
続
く
雪
と
の
戦
い
に
た
め
息

を
も
ら
し
、
心
労
が
絶
え
な
い
よ

う
で
し
た
。

建
物
周
辺
を
歩
か
れ
る
際
に
は

屋
根
の
雪
が
突
然
落
ち
て
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
気
温
が

上
が
っ
て
く
る
と
、
山
や
斜
面
に

降
り
積
も
っ
た
雪
が「
な
だ
れ
」を

起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

昨
年
末
か
ら
、
猛
烈
な
寒
波
と

豪
雪
が
日
本
列
島
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

南
丹
市
お
い
て
も
、
近
年
に
な

い
厳
し
い
冬
と
な
り
ま
し
た
。
特

に
南
丹
市
美
山
地
域
に
お
い
て
は
、

年
明
け
の
一
月
六
日
に
は
、
知
見

地
区
に
お
い
て
一
日
で
百
二
十
詢

の
降
雪
量
を
記
録
し
ま
し
た
。
家

屋
の
屋
根
が
壊
れ
た
り
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
し
た
り
と
多
く

の
雪
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

歩
道
や
屋
根
に
積
も
っ
た
雪
の
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美山町知井地内の大雪

熱心に聞き入る考古学ファン

倒壊した
ビニール

ハウス

除
雪
作
業
が
続
き
ま
す

蜻蜷

南
丹
市

南
丹
市
に
記
録
的

記
録
的
な
大
雪
大
雪
�

南
丹
市

南
丹
市
に
記
録
的

記
録
的
な
大
雪
大
雪
�

南
丹
市
に
記
録
的
な
大
雪
�

Information

トピックス�行政�行政�



文

化

財

を

火

災

か

ら

守

れ

！

一
月
二
十
二
日
、
日
吉
町
殿
田

の
日
吉
神
社
で
南
丹
市
消
防
団
日

吉
支
団
、
園
部
消
防
署
を
は
じ
め
、

昨
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た
地
元
消

防
協
力
隊
や
神
社
関
係
者
の
参
加

で
、
神
社
裏
の
山
林
か
ら
の
出
火

を
想
定
し
、
本
番
さ
な
が
ら
の
文

化
財
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

煙
発
生
機
に
よ
る
煙
で
緊
張
感

が
広
が
る
中
、
地
元
消
防
協
力
隊

が
消
火
器
と
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
初

期
消
火
活
動
と
文
化
財
の
搬
出
を

行
い
、
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
駆
け

つ
け
た
消
防
団
員
が
山
林
に
向
か

っ
て
勢
い
よ
く
放
水
し
ま
し
た
。

ま
た
、
園
部
、
八
木
で
も
訓
練

が
行
わ
れ
、
消
防
団
と
地
元
住
民

ら
の
協
力
に
よ
っ
て
大
切
な
財
産

を
守
る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

新

春

を

祝

い

賀

詞

交

換

会

一
月
四
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会

館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
、
船
井
青
年

会
議
所
主
催
の
「
第
二
十
三
回
新

春
賀
詞
交
換
会
」
が
南
丹
市
・
京
丹

波
町
の
二
百
人
を
超
え
る
各
団
体

代
表
ら
の
参
加
の
も
と
、
厳
か
な
雰

囲
気
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
和
知
太
鼓
の

披
露
に
始
ま
り
、
船
井
J
C
桐
野
理

事
長
が
「『
明
る
い
豊
か
な
社
会
の

創
造
』を
モ
ッ
ト
ー
に
行
政
、
住
民

の
方
々
と
協
調
し
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
」
と
挨
拶

を
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
小
橋
昭
彦
氏
に
よ

る「
地
域
内
の
交
流
を
深
め
情
報
交

換
を
行
う
事
の
大
切
さ
」
と
題
す
る

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

が
集
ま
り
第
一
回
四
町
合
併
協
議

会
を
開
催
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の

議
論
を
重
ね
ら
れ
、
七
月
八
日
に

四
町
社
協
合
併
契
約
書
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
十
月
十
三
日
に

は
京
都
府
よ
り
合
併
の
認
可
を
受

け
て
、
社
会
福
祉
法
人
南
丹
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

開
所
式
に
先
立
っ
て
、
来
賓
の

方
々
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
お
よ

び
看
板
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
新
た

な
社
会
福
祉
協
議
会
誕
生
の
喜
び

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
麻
田
会
長
が
「
南
丹

市
域
の
福
祉
の
向
上
と
充
実
を
図

り
、
南
丹
市
民
の
期
待
に
こ
た
え

て
い
き
た
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

一
月
四
日
、「
南
丹
市
社
会
福
祉

協
議
会
開
所
式
」
が
南
丹
市
日
吉

は
ー
と
ぴ
あ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
三
月
四
日
に
園
部
町
・
八
木

町
・
日
吉
町
・
美
山
町
の
各
社
協

13 広報なんたん2月号

2006.2

手
を
取
り
合
っ
て
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会
業
務
ス
タ
ー
ト

喜
び
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

看
板
の
除
幕

手
際
よ
い
操
作
で
放
水

決
意
を
述
べ
る
桐
野
理
事
長
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ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し

て
前
田
英
貴
さ
ん
と
土
屋
有
里
佳

さ
ん
が
成
人
と
な
っ
た
豊
富
や
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

両
会
場
と
も
友
人
と
の
久
し
ぶ

り
の
再
会
を
喜
び
あ
う
姿
や
恩
師

ら
と
思
い
出
話
を
す
る
姿
が
見
ら

れ
、
会
場
に
は
す
が
す
が
し
い
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
十
二
月

に
、
旧
園
部
町
、
旧
日
吉
町
で
も

成
人
式
が
行
わ
れ
二
十
歳
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

美
山
町
で
は
一
月
八
日
、
美
山
文

化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
成
人
を
祝
う

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
八

木
町
で
は
一
月
九
日
、
八
木
公
民
館

に
お
い
て
「
南
丹
市
八
木
町
成
人

式
」
が
開
催
さ
れ
、
二
十
歳
を
迎
え

る
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

対
象
者
は
い
ず
れ
も
、
昭
和
六
〇

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
一
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
（
八
木
町

百
十
一
人
・
美
山
町
六
十
五
人
）で
、

美
山
町
は
第
九
回
美
山
中
学
校
卒

業
生
も
対
象
と
さ
れ
ま
し
た
。

美
山
町
で
は
、
中
島
参
与
が
式
辞

を
述
べ
た
後
、
南
丹
市
よ
り
新
成
人

へ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
声
楽
家
　
中
橋
怜
子
さ
ん
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
に
続
き
、
第
二
部

で
は
、
友
人
や
小
・
中
学
校
の
恩
師

を
交
え
て
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
、
八
木
町
で
は
國
府
参
与

が
「
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

自
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を
重

ね
心
豊
か
な
人
生
を
歩
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
来

賓
一
人
ひ
と
り
か
ら
新
成
人
へ
の
期

待
と
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ

―
美
山
・
八
木
町
で
成
人
式
―

▲話が弾んだ懇談会（八木）

二
十
歳
の
決
意
新
た
に
記
念
撮
影（
八
木
）

笑
顔
ほ
こ
ろ
び
記
念
撮
影（
美
山
）

蜻蜷

Information

トピックス�行政�行政�



改
修
さ
れ
た
純
和
風
の
客
室
は
、

以
前
に
利
用
さ
れ
た
方
も
驚
か
れ

る
ほ
ど
の
代
わ
り
映
え
で
窓
か
ら

は
四
季
の
山
々
を
望
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
春
は
桜
に
山
ツ
ツ
ジ
、

初
夏
に
は
蛍
の
夕
べ
、
真
夏
は
バ

ン
ガ
ロ
ー
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
秋

に
は
色
鮮
や
か
な
紅
葉
狩
り
、
そ

し
て
冬
は
雪
化
粧
と
ぼ
た
ん
鍋
。

に
ぎ
や
か
な
声
を
待
ち
わ
び
て
い

ま
す
。
本
館
の
宿
泊
は
、
一
泊
朝

食
付
大
人
四
、
二
〇
〇
円
。

今回、「木もれ陽の宿」を案内していただいた管理人の湯浅照夫さん。事前に
電話で「顔写真も撮らせてくださいね。」と連絡をしたら、慌てて着替えに帰ら
れたとのこと。リニューアルオープン後、1月から新たに管理人となられ、取材
にお伺いした際も、電話対応や来客などに腰を下ろす間もない様子。
「来られるお客さんには、都会にはない自然の美しさや四季折々の料理を味

わっていただき、温泉に入ってゆったりと流れる時間の中で、リフレッシュして
いただきたいです。」と、温かい雰囲気はここからも伝わってきました。

木もれ陽の宿（日吉山の家）
T E L  7 2 － 0 5 1 0
F A X  7 2 － 0 7 2 8

◆住所：南丹市日吉町生畑ツノ
元下 ◆交通：園部インターから
車で約20分。府道19号を美山
方面へ、木住トンネル手前を右
折。（送迎有）◆木曜日定休。

日
吉
町
生
畑
。
雪
ど
け
の
清
流

木
住
川
と
追
い
か
け
っ
こ
の
よ
う

に
右
に
な
り
左
に
な
り
、
山
あ
い

の
道
を
抜
け
る
と
、
落
ち
着
い
た

た
た
ず
ま
い
の
「
木
も
れ
陽
の
宿
」

が
見
え
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
昨
年
十
二
月
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
名
前
も
姿
も
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
日
吉
山
の
家
。

玄
関
か
ら
一
歩
中
に
入
る
と
囲
炉

裏
と
木
の
温
も
り
が
懐
か
し
い
匂

い
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

15 広報なんたん2月号
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懐
か
し
い
木
の
温
も
り
と
四
季
の
味
わ
い

管理人 湯 浅 照 夫 さん

▲昔懐かしい囲炉裏

蜻
施
設
全
景

▲明るい光の差し込む客室

①



16

2006.2

広報なんたん2月号

園部町文化協会（高木茂会長）恒例の新春席書大会が
南丹市園部町上本町の南丹市園部公民館で行われまし
た。第15回目となる大会には、家族連れやお年寄りら約
50人が参加。小学1年生から6年生、中学生、一般の年代
ごとに当日発表された「ふで」「竹うま」などの課題に取
り組みました。1時間あまりかけてしたためられた作品
は、早速公民館のロビーに展示され、1月15日のそのべ
とんどまつりで書の上達を願い、炎にかざされました。

ピーンと気持ちが張りつめて

第１回南丹・船井中学校ロード
レース大会が1月28日、丹波自然運
動公園で行われました。同大会は
南丹市内および京丹波町内の中学
校7校の1・2年生男女148人が参加
し、男子3km、女子1.5kmの運動公
園内コースで行われました。
当日は小雪の舞う悪天候の中で

の大会となりましたが、選手たち
は日ごろの練習の成果を発揮し、タ
イムを競い合いました。

（男子総合）

1位：園部 2位：蒲生野　3位：瑞穂

（女子総合）

1位：蒲生野 2位：八木 3位：瑞穂・美山

まちの話題を�
　　紹介します�
まちの話題を�
　　紹介します�

身近な話題を広報係（0771）68-0003へお寄せください。�

「きねって重いなぁ～」

号砲合図にゴール目指して一斉にスタート

「
赤
い
お
も
ち

つ
い
た
よ
！
」

（
1
／
19

も
ち
つ
き
大
会
・
日
吉
町
） 声

援
を
背
に
受
け
健
脚
を
披
露

（
1
／
28

第
一
回
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
・
京
丹
波
町
）

「
新
し
い
気
持
ち
で

心
を
込
め
て
筆
運
び
」

（
1
／
7

新
春
席
書
大
会
・
園
部
町
）

1月19日、日吉町の五ヶ荘小学校で毎
年恒例の児童会主催の「もちつき大会」
が行われました。今年は、児童の保護者
から古代米の「赤米」の寄付があり、「き
ね」と「うす」で珍しい赤いおもちをつき
ました。
「赤米は初めてだけど、甘くておいし
い」と、つきたてのおもちをきな粉など
で食べ、その後、自分たちで丸めた白も
ちを雑煮に入れて食べました。何杯もお
かわりをしてお腹いっぱいになりました。



17 広報なんたん2月号

2006.2

無病息災と書の上達を祈願する恒例
のとんどまつりが園部公園内の屋内ゲ
ートボール場前の広場で行われました。
この伝統行事は旧園部町と商工会が20
年ほど前に復活させたもので、本年は
南丹市と園部町商工会が共催で実施し
たもの。訪れた人は勢いよく燃え上が
る炎に願いを込め、会場で振舞われた
ぜんざいに舌鼓を打っていました。

青竹のはじける音と燃え上がる炎に祈りを込めて

節分の日の2月3日、南丹市内の各保育
所・幼稚園では、節分にちなんで豆まきな
どが行われました。
このうち、みやま保育所では園児たち

38人による豆まきが行われました。
園児たちは、それぞれが思い思いの鬼
のお面を作った後、それをかぶって「鬼
は外！福は内！」と元気な声で豆をまきまし
た。この後、みんなで豆を食べて、今年1
年間の無病息災を願いました。

みんなで楽しく元気よく

1月28日、美山地域でも有数の豪雪地
帯にある鶴ヶ岡小学校では、恒例の『雪像
づくり』が行われました。全校児童、先生、
保護者に加え佛教大学美山オープンキャ
ンパスの学生たちの参加で、積雪約50袍
のグラウンドで児童が考えたユニークな
雪像を創りました。
雪害の暗いニュースが多い中、雪の温

もりと、自然の素晴らしさを改めて感じた
ひと時でした。

南丹市八木運動公園で1月29日、
2006年大堰川ジョギング大会（主
催：NPO法人八木町体育協会）が行
われました。大会は5袰・2.3袰のジ
ョギングコースと運動公園内（1.5
袰）を走るファミリージョギングに分
かれており、約200名の参加者は快
晴の空の下、沿道からの温かい声援
を受けながら自分のペースで元気に
走っていきました。
ゴール後は地元婦人会・協力団体
の皆さんが用意した「大堰川なべ」
が振舞われ、参加者はアツアツのな
べを食べて体を温めていました。

力作に思わずにっこり「ハイ・ポーズ！」

朝
日
を
浴
び
て
丹
波
路
を
快
走

「
無
病
息
災
と
書
の
上
達
を
祈
願
」

（
1
／
15

そ
の
べ
と
ん
ど
ま
つ
り
・
園
部
町
）

「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
元
気
よ
く
」

（
2
／
3

節
分
豆
ま
き
・
美
山
町
）

「
気
分
は
未
来
の
芸
術
家
」

（
1
／
28

鶴
ヶ
岡
小
で
雪
像
づ
く
り
・
美
山
町
）

「
み
ん
な
で
楽
し
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ
」

（
1
／
29
大
堰
川
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
・
八
木
町
）
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2
月
号
�
平
成
18 年
2 月
�

F
ebruary 2006

南
丹
市
と
し
て
新
体
制
で
初
め
て
の

広
報
を
発
行
し
ま
し
た
。
取
材
で
は
、

市
内
の
色
々
な
催
し
に
お
邪
魔
し
て
写

真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

広
い
南
丹
市
内
を
取
材
に
回
っ
て
い
る

と
、
今
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
催
し
や

イ
ベ
ン
ト
も
多
く
あ
り
、
と
て
も
新
鮮

な
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
南
丹

市
の
色
々
な
場
面
を
分
か
り
や
す
く
、

皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
広
報
に
し
て
い
き
ま
す
。（
S
）

美
山
町
川
谷
区
に
伝
わ
る「
狐
が

え
り
」は
毎
年
小
正
月
に
行
わ
れ
て

き
た
子
ど
も
に
よ
る
民
俗
行
事
。

一
月
十
四
日
の
夜
、
地
元
の
小
学

2
年
生
か
ら
中
学
生
の
男
子
が
家

内
安
全
や
五
穀
豊
穣
を
祈
り
地
区

内
の
家
庭
を
一
軒
一
軒
回
り
ま
す
。

懐
か
し
い
学
生
帽
に
黒
マ
ン
ト
と

足
元
は
ゴ
ム
長
の
い
で
た
ち
の
六

人
の
子
ど
も
た
ち
は
暗
闇
の
中
を

忍
び
足
で
家
々
の
玄
関
に
辿
り
着

き「
ウ
ワ
ー
」と
大
声
を
あ
げ
ま
す
。

こ
れ
に
気
づ
い
た
家
人
が「
ご
苦
労

さ
ま
」と
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
ま
す
。

心
ば
か
り
の
ご
祝
儀
を
頂
く
の
も

習
わ
し
で
す
。

夜
遅
く
ま
で
区
内
を
練
り
歩
い

た「
き
つ
ね
子
」た
ち
は
、「
宿
」と

言
わ
れ
る
民
家
で
一
泊
し
ま
す
。

翌
朝
の
四
時
に
起
こ
さ
れ
た
子
ど

も
た
ち
は
宿
を
出
て
、
親
の
先
導

で
道
中
歌
を
歌
い
、
御
幣
を
奉
納

し
て
終
わ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
語
り
続
け
ら

れ
て
い
る
ふ
る
さ
と
の
伝
承
は
、

夜
明
け
と
と
も
に
村
全
体
を
素
朴

な
温
も
り
に
包
ん
で
い
き
ま
す
。

本紙は環境への配慮から、古紙100％の再生紙に、ソイインキ（大豆油）で印刷しています。
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DATADATA
●総人口：36,337人（△65)

（男：17,471人・女：18,866人）
（△49） （△16）

●世帯数：13,379世帯（△46)
（平成18年2月1日現在）

（ ）内は前月比　

編
集
後
記

狐
が
え
り

―
美
山
町
川
谷
区
―

樋口　雄磨くん（2歳）

雄翔くん（5カ月）

●美山町和泉

雄磨・雄翔二人はお父さんとお母さんの宝物です。
元気でたくましい男の子に育ってね。

（お父さん・お母さんより）

─1─


